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道路は氾濫を助長するか

東京大学新領域創成科学研究科

黄光偉

時間雨量50mm以上の降雨発生回数
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背景１

集中豪雨が増えている

過去10年間日本の水害・土砂災害

の発生状況 従来の洪水封じ込め手法も限界
新しい治水論が求められている

洪水と共存、氾濫許容型治水
方向性としては、理解をえられ
つつあるが、実現手法はこれか
らの課題である

背 景２
地方都市空洞化

氾濫リスク上昇＋地方都市空洞化

都市計画と治水学の融合チャンス

新しい価値創出

都市再編により、水害
軽減と空洞化阻止を同
時に達成する可能性
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道路に着目理由

従来、道路の役割は
人・物資の輸送

氾濫が起きる場合、
道路ネットワークが
氾濫流を助長するか、
軽減するかの視点か
ら総合的な検討は重
要な課題 東京都ある地域の

土地利用状況

大きな
割合を
占める

道路浸水状況把握の重要性

道路冠水による通行止め
がしばしば発生した．道
路不通が大渋滞を招くだ
けではなく、避難実施に
大きな影響を及ぼす．

2004年7月13日

新潟水害
新潟7.13

新潟7.13 98那珂川水害

「7.13新潟水害」時，

水害車輌引き上げ台数：500

道路に沿う氾濫流により，

道路と家屋間洗掘が生じた

0歳～20歳

20歳～40歳

40歳～60歳

60歳～70歳

70歳以上

７．１３新潟・福島
豪雨の犠牲者被
災形態

犠牲者年齢区分

９名

１名

１名

１名

五十嵐川破堤

避難に支障がでる恐れがある

道路を流れる
濁流により、
避難が出来な
くなる報告が
あった

地下への階段、アンダーパスが危険

2008年9月,栃木県鹿沼市で車

水没死事故があった．
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避難ルートに指定された道路における水深・流速
分布の情報の提供が望まれる.

道路建設ポテンシャル
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本研究では

目的：

事例解析を通して，現在の道路が氾濫流に与え
る影響を評価する上，道路に氾濫流を誘導・分
散する機能を持たせる方策を検討する．

対象：新潟平野のような低平地

研究手法

数値シミュレーション＋現地踏査＋GIS

ハイブリットモデル
による氾濫解析

高精度RTK
－GPS
道路標高・

幅測定

事例１ 新潟市白根地区

信濃川とその支流で
ある中ノ口川に囲ま
れた南北に長い輪中
地帯

面積約７７平方キロ
メートル

人口約４万人

国道８号線が南北に
縦貫している

国道８号沿線を中心に都市化が進み

8号線影響検討の計算
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都市開発がなかった場合
道路標高が周辺より低い場合

マイナス評価：氾濫流伝播が加速され，
交通マヒを招くや避難に支障を来たす

プラス見方：この流れ挙動を計画的に
利用すれば，氾濫流を一刻も早く市街
地から遊水地へ誘導することが出来る

氾濫水が道路に集まりやすくなり，道路に沿う氾濫
流が加速させられる．最大流速は 1m/s を超えた.

道路が周辺より高い場合

道路が洪水到達を遅らせることになった.
最大流速は 0.2ｍ/s に過ぎない

なぜ、白根において、
このような検討が必要か

自然排水しにくい

避難場所が足りない

新潟県旧白根市北部と新津市

氾濫流を誘導する
対策が必要

浸水深＞1.0ｍ

事例２：新潟五十嵐川氾濫実例

国道8号線に

止められた

氾濫の受け皿を広くして被害を分散すれば，
トータルの被害が軽減できる可能性がある
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五十嵐川氾濫事例

 

△ △ ：水のみち導入地点

非浸水区域
広がった

事例３：手賀沼流域における氾濫誘導検討

若松地区

布佐地区

発作地区
今井新田地区

昭和10年代

昭和末期

浸水深分布
二極化！

若松地区における水害リスクの時代変遷

避難体制

⇒高齢者の避難が困難 （高齢化率約３０％）

崖

氾濫誘導が必要

若松地区対策の提案

氾濫水の誘導路

氾濫水の貯留

合成した建物

移動した建物

避難に関する評価

「誘導路＋貯留場所＋建物移動・合成」による氾濫流
到達時間との変化

30分以上
15分以上
早まる
遅くなる
5分以上
15分以上
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刈谷田川におけるはん濫水の流れ

刈
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赤
沼
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：破堤箇所

：排水ポンプ車稼働箇所

排水機場付近が浸水

多目的道路と二線堤の違い

二線堤防治水方式は4千年前中国の夏王
朝の禹が黄河の治水に使った工法であ
り，日本でも多く使われた

二線堤の考えは氾濫水を止めることであ
り，多目的道路のコンセプトは氾濫流を
誘導・分散させることである

“水のみち”による都市域の
氾濫流を制御する

道路や建築物などの再配置により、
洪水の流れを公園や農業地などへ誘
導して幼稚園、小中学校、病院など
の周辺の浸水深を抑えるという考え
である

つまり、道路に氾濫誘導機能を持た
せて、水害防御計画はメリハリをつ
ける．

被害軽減について

従来
人・資産被害

21世紀において

心理的被災軸を追加

人・資産
被害軽減

心理的被災
軽減

心理的被災に関して
青少年PTSDは重点

青少年災害後ス
トレス障害
（Posttraumatic 
Stress Disorder, 
PTSD)を最小限に
するよう計画する．

PTSDとは

災害や戦争など、生命
に危険が及ぶほどの体
験をしたり目撃した後
に見られる精神障害。
直接的危険が去った後
に見られるもの.

子供や少年の場合には、
心の抵抗力が低いために強く影響を受ける

子どもにみられるＰＴＳＤの特徴

① 侵 入

トラウマとなるような出来事を，自分の意思と関
係なく思い出したり（フラッシュバック），怖い
夢として見たりする。

② 回 避

トラウマとなるような出来事に関係する場面や状
況を避けるようになる。また，感情が麻痺したり，
時間がとまったりするように感じたりすることも
ある。

③ 過覚醒

イライラする，怒りっぽくなる，神経が高ぶって
眠れないなどの状態が続く。

3年先になってから、抑鬱状態や学校に行
けなくなってしまう不適応などが起こった事例
もある.
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青少年のPTSDのリスク評価

PTSDの発症要因

災害のひどさ

親の反応

災害の曝露度（洪水場合、水に浸かる度合
と考えられる）

今までアンケートベースで評価が行われた

青少年PTSDリスク評価定式化の提案

歳）‐リスク（歳）‐リスク（歳）リスク＝リスク（ 19141365-0 ++

事後診断ではなく事前予測を行うため

学齢期前の子供たちは言葉で
精神的な苦痛を説明する能力が足らないため，

遅れて発症する，
もしくは遅れて発覚される可能性がある

14歳から19歳までの青少年は

自立志向を持ち始めっており，
また独自の判断・行動力もある．

Pi, ｈi, Friはi地区における人
口, 平均浸水深およびフ
ルード数

PAiはi地区における大人の
水害に対する反応点数

CAiは災害後コミュニティ
や学校のケアの点数

Tiは破堤地点からi地区まで
洪水の到達時間
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流速が1.0 m/sを超えると
家屋に被害がでる可能性
が高くなる

結論

道路と周辺土地の位置関係により、氾
濫を支配することになりうる

道路の危険場所を“見える化”にする
必要がある

都市計画に道路の治水役割をより明確
にすれば新しい価値体系が形成されう
る.


